
協議事項と分類され、充実した議論が可能になっています。

取締役会当日の審議において、さらに深い議論が必要と議

長が判断した場合は、別の機会に包括的な説明や報告を

執行側に求めるなど、積極的な運営がなされています。

　また、九州地域の現場視察に赴いた際には、営業所の集

約・大型化やターミナルの機能分離など、事業構造改革の

重要課題である拠点戦略について、これからのあるべきオ
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